
1

家庭用水道基
本料金減免事
業(水道事業
会計繰出・補
助)

上下水道事業
所

　感染防止により在宅勤務や外出自粛を余儀なくされた住民
生活への支援策として家庭用の水道基本料金を２ヶ月間減
免するもの。

①-Ⅱ-４．生活に
困っている世帯や個

人への支援
R3.6 R4.3 18,304,000 18,304,000 

家庭用水道基本料金減免期間
（営業用及び官公庁等は除く）
6月請求～7月請求分
減免総件数                   4,688件
基本料金総減免額 17,848389円
システム改修費　　 　  455,950円
総事業費計　　　　  18,304,339円

家庭用の水道基本料
金を減免することによ
り、住民生活への支援
効果が図 られた。
また、減免を行ったこと
により水道料金現年度
分の収納率向上にも
繋がった。（0.3%上昇）

2
新生児特別定
額給付金事業

子育て定住推
進課

　新型コロナウイルス感染症禍における子育て支援策とし
て、国の特別定額給付金の基準日以降の新生児の保護者
を対象に給付金を支給するもの。

①-Ⅱ-４．生活に
困っている世帯や個

人への支援
R3.4 R4.3 4,911,000 4,911,000 

給付金対象者４９人×＠10万円
　　　　　　　　　　　4,900,000円
郵便料　　　　　　　　11,000円
振込手数料　　　　　　　110円

国の特別定額給付金
制度終了後において、
町独自で制度及び期
間の延長を図ったこと
により、出生時期にお
ける格差解消が図られ
た。

3
事業者衛生環
境改善事業

町民生活課

　町内事業者が実践する「新しい生活様式」の構築による感
染予防対策の強化を図るため、事業所等の衛生設備費に対
する支援金の交付を行うもの。

①-Ⅱ-３．事業継続
に困っている中小・
小規模事業者等へ

の支援

R3.12 R4.3 962,000 396,000 
申請件数　　１８件
交付件数　　１８件

町内交通事業者及び
理美容事業者の新型
コロナウイルス感染症
の拡大防止に大きく寄
与した。

4
公共施設感染
症予防対策備
品購入事業

企画財政課
　役場庁舎等公共施設の来場者及び職員の感染拡大防止
を図るため、備品等の購入を行うもの。

①-Ⅰ-１．マスク・消
毒液等の確保

R4.2 R4.3 333,124 333,000 

・足踏み式手指消毒液スタンド
　8台　161,524円
・検温付き手指消毒液スタンド
　3台　171,600円

庁舎内で新型コロナウ
イルス感染症の拡大防
止が図られた

5
米価下落・稲
作経営農家支
援対策事業

農林水産課

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で業務用米を中心
に需要が落ち込んでおり、全国的に民間在庫が高止まりし、
需給の見通しがつけにくいこと等の要因によって、米価の大
幅な下落に繋がっている状況であることから、収入（売上）が
減少している稲作農家に対し支援金を交付し、下支えと再起
を支援する。

①-Ⅱ-３．事業継続
に困っている中小・
小規模事業者等へ

の支援

R3.12 R4.3 28,809,000 9,500,000 

 （実施計画上の成果目標）
予算執行率80％以上
（実績）
・交付件数：199件
・予算額：30,152,000円
・交付総額：28,809,500円
・予算執行率：95.5％

　本事業の実施によ
り、減収している稲作
販売農家の事業継続
と経営の安定化が図ら
れた。

6
奨学生緊急支
援金給付事業

教育総務課
　新型コロナウイルス感染拡大による減収で日々の生活に
困窮している奨学生に対し緊急支援金を支給するもの。

①-Ⅱ-４．生活に
困っている世帯や個

人への支援
R3.4 R4.3 3,600,000 3,288,000 

 （実施計画上の成果目標）
申請者数８５人以上（予算の５
０％以上）
（実績）
奨学生に対し、高等学校まで
20,000円×１０名、大学等30,000
円×６６名に困窮する生活に資
する緊急支援金を支給

経済的理由等により奨
学金の支給・貸与を受
けている奨学生に、
日々の生活の一助とし
て緊急支援を支給する
ことで、生活改善に一
定の効果が得られた

事業実績
（具体的な数値・数量等）
（成果目標に対する実績）

事業効果
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7
県産牛肉学校
給食提供事業

教育総務課

　新型コロナウイルスの影響でインバウンドや外食需要の減
少により、消費の落ち込みや価格の下落といった影響の出
ている県産牛肉の消費拡大を図り、さらには畜産について児
童生徒等の理解醸成を図ることを目的とする。

①-Ⅱ-３．事業継続
に困っている中小・
小規模事業者等へ

の支援

R3.11 R4.1 764,000 550,000 

 （実施計画上の成果目標）
全小中学校で年２回実施
（実績）
新型コロナウイルスの影響でイン
バウンドや外食需要の減少によ
り、消費の落ち込みや価格の下
落といった影響の出ている県産
牛肉の消費拡大を図り、さらには
畜産について児童生徒等の理解
醸成を図ることを目的とし、年２
回実施。

県産牛肉の消費拡大
を図り、さらには畜産に
ついて児童生徒等の
理解醸成を図られた。

8

子育て世帯へ
の臨時特別給
付金（所得制
限撤廃事業）

子育て定住推
進課

　コロナ禍で困窮する多くの子育て世帯への経済的支援を
図り、子どもの健やかな成長を応援する観点から所得制限
を撤廃し、１８歳以下の全ての子どもに等しく給付金を支給
する。

③-Ⅰ-５．生活・暮
らしへの支援

R4.2 R4.3 5,300,000 5,200,000 

 （実施計画上の成果目標）
対象者の8割以上への支給
（実績）
給付金対象者５３人×＠10万円
　　　　　　　　　　　5,300,000円

子育て世帯にかかる経
済的負担は所得に関
わらず等しく発生する
ことから、全ての子育
て世帯への経済的支
援の観点から公平性
が確保された。

9
公立学校情報
機器整備費補
助金

教育総務課

（GIGAスクールサポーター配置支援事業に限る）
　新型コロナウイルス感染拡大時における児童生徒の学習
機会確保のため、学校のICT機器（タブレット、電子黒板）を
有効活用出来るよう準備を進めることから、ICT支援員を配
置するもの。

②-Ⅱ-１．デジタル
改革

R3.4 R4.3 45,688,000 20,480,000 

 （実施計画上の成果目標）
各学校に支援員を１名ずつ配置
する
（実績）
令和2年度に整備した小中学校
のICT機器（タブレット、電子黒
板）を有効活用するため、各学校
に１名ずつICT支援員を配置し
た。

ICT支援員により、ギガ
スクール構想の理解と
タブレット学習スキル
アップが図られた。

10
疾病予防対策
事業費等補助
金

保健福祉課

（マイナンバー情報連携体制整備事業）
　コロナ禍において町民の感染症予防及び予防接種の接種
率向上を図るため、予防接種（ロタウイルス）の情報につい
て、自治体間情報連携に必要となる特定個人情報データ標
準レイアウト改版に対応するシステム改修を行うもの。

②-Ⅰ-３．ワクチン
接種体制の整備、
治療薬の開発等

R3.4 R3.7 1,760,000 53,000 

 （実施計画上の成果目標）
システム改修1基
（実績）
健康管理システム改修業務委託
システム改修１基

自治体情報連携の体
制整備が図られた。

11
保育対策総合
支援事業費補
助金

子育て定住推
進課

（保育所等改修費等支援事業）
　小規模保育事業を実施するための施設改修等を行う事業
者に補助金を交付し、小規模保育事業実施に際して必要な
新型コロナウイルス感染症予防を踏まえた施設整備等に供
することを目的とする。

②-Ⅰ-４．知見に基
づく感染防止対策の

徹底
R3.7 R4.2 11,451,000 680,000 

 （実施計画上の成果目標）
1事業者への補助
（実績）
保育対策総合支援事業費補助金
　　　　　　　　　　　6,778,000円
小規模保育事業所設置促進事業
費補助金　　　　　　　2,335,000円
事業者負担金　　2,338,000円

小規模保育事業実施
に際し、新型ｺﾛﾅウイ
ルス感染症対策に万
全を期すことにより、安
心・安全な保育事業の
運営が図られた。

12
疾病予防対策
事業費等補助
金

保健福祉課

（健（検）診結果の利活用に向けた情報標準化整備事業）
　コロナ禍における町民の健康管理を迅速に行うため、各実
施機関から提出される健康診査等の結果について、町が定
める標準的な電磁的記録の形式により受け取ることができ
るようシステム改修を行う。

③-Ⅰ-１．医療提供
体制の強化

R3.1 R4.3 792,000 156,000 

 （実施計画上の成果目標）
システム改修1基
（実績）
健康管理システム改修業務委託
システム改修１基

町民の健康管理の体
制整備が図られた。



事業実績
（具体的な数値・数量等）
（成果目標に対する実績）

事業効果Ｎｏ
交付対象事
業の名称

所管課 事業の概要（目的・効果） 経済対策との関係
事業
始期

事業
終期

実績
総事業費
（円）

交付金充
当額
（円）

13
疾病予防対策
事業費等補助
金

保健福祉課

（健（検）診結果の利活用に向けた情報標準化整備事業）
　コロナ禍において町民の感染症予防に資するため、2022
年度より開始予定の成人健診副本連携のレイアウト改版対
応について、健康管理システムから副本データを作成・番号
連携サーバへの連携が行えるよう改修を行う。

③-Ⅰ-１．医療提供
体制の強化

R3.1 R4.3 990,000 130,000 

 （実施計画上の成果目標）
システム改修1基
（実績）
健康管理システム改修業務委託
システム改修１基

町民の健康管理の体
制整備が図られた。


